
 

 （令和４年７月１９日）  部 等 名 企  業  局 

  件 
 名 

 
   令和３年度山梨県公営企業会計決算概要について（報告） 

経 

 

緯 

 １  地方公営企業法第３０条第１項の規定に基づき、公営企業管理者は、令和３年度の企業
局３事業の決算を調製し、令和４年５月３１日、知事に提出した。 

 
 ２  本決算は、監査委員の審査を受けた後、定例県議会の認定に付される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 容 

  企業局が経営している、電気、温泉及び地域振興の３事業の決算の概要は、次のとおりで
ある。 

 
１ 電 気 事 業 

   供給電力量は下半期の降水量が減少したことによって令和２年度を下回ったものの、修
繕費の減少等によって支出が減少したため、前年度を上回る純利益を計上した。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２  温 泉 事 業 

給湯量が新型コロナウイルスの感染拡大の影響を大きく受けた令和２年度を上回り、給
湯料金収入が増加した。また、職員数の減による給料等の減少によって支出が減少したた
め、令和元年度以来２年ぶりに純利益を計上した。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 ３  地域振興事業 

有料利用者数が新型コロナウイルスの感染拡大の影響を大きく受けた令和２年度を上
回ったものの、県からの要請による一部施設の営業休止等があったことから、指定管理
者納入金を減額したため、３年連続の純損失を計上した。 

 

区 分 令和3年度(A) 令和2年度(B) 比較(A/B・A-B) 

供給電力量（kWh） 417,607,777 467,437,188 89.3％ 

電力料収入（千円） 4,346,946 4,413,011 98.5％ 

収益的収支 
（千円） 

収入 5,054,621 5,428,089 △373,468 

支出 3,772,679 4,440,382 △667,703 

差引 1,281,942 987,707 294,235 

区 分 令和3年度(A) 令和2年度(B) 比較(A/B・A-B) 

給湯量（m3） 619,209 532,469 116.3％ 

給湯料金収入（千円） 108,778 83,450 130.4％ 

収益的収支 
（千円） 

収入 115,029 98,157 16,872 

支出 102,710 117,470 △14,760 

差引 12,319 △19,313 31,632 

区 分 令和3年度(A) 令和2年度(B) 比較(A/B・A-B) 

有料利用者（人） 156,503 132,572 118.1％ 

指定管理者納入金（千円） 67,094 15,381 436.2％ 

収益的収支 
（千円） 

収入 67,407 15,494 51,913 

支出 125,775 127,935 △2,160 

差引 △58,368 △112,441 54,073 

  
（お問合せ先：企業局総務課長 雨宮  内線５９１０ 直通０５５－２２３－５３８２） 


